
気象変動気象変動気象変動気象変動のののの影響影響影響影響によるによるによるによる

雪氷環境雪氷環境雪氷環境雪氷環境のののの変化変化変化変化にににに関関関関するするするする研究研究研究研究

気象変動気象変動気象変動気象変動のののの影響影響影響影響によるによるによるによる

雪氷環境雪氷環境雪氷環境雪氷環境のののの変化変化変化変化にににに関関関関するするするする研究研究研究研究

平成平成平成平成24242424年年年年３３３３月月月月５５５５日日日日

（（（（独独独独））））土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所 寒地土木研究所寒地土木研究所寒地土木研究所寒地土木研究所

寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究グループグループグループグループ 雪氷雪氷雪氷雪氷チームチームチームチーム

原原原原 田田田田 裕裕裕裕 介介介介・・・・堀堀堀堀 内内内内 宏宏宏宏



ははははじじじじめめめめにににに

土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所土木研究所についてについてについてについて

・・・・良質良質良質良質なななな社会資本社会資本社会資本社会資本のののの効率的効率的効率的効率的なななな整備整備整備整備、、、、北海道北海道北海道北海道のののの
開発開発開発開発のののの推進推進推進推進にににに資資資資することをすることをすることをすることを目的目的目的目的としてとしてとしてとして設立設立設立設立

・つくば・つくば・つくば・つくば中央研究所中央研究所中央研究所中央研究所、、、、寒地土木研究所寒地土木研究所寒地土木研究所寒地土木研究所（（（（札幌札幌札幌札幌））））

寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究グループグループグループグループ寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究寒地道路研究グループグループグループグループについてについてについてについて

・・・・冬期冬期冬期冬期のののの安全安全安全安全・・・・円滑円滑円滑円滑・・・・快適快適快適快適なななな道路交通道路交通道路交通道路交通のののの確保確保確保確保

にににに関関関関するするするする研究研究研究研究

雪氷雪氷雪氷雪氷チームチームチームチーム雪氷雪氷雪氷雪氷チームチームチームチームについてについてについてについて

・・・・吹雪吹雪吹雪吹雪、、、、雪崩雪崩雪崩雪崩、、、、着氷雪対策着氷雪対策着氷雪対策着氷雪対策にににに関関関関するするするする研究研究研究研究

＜＜＜＜主主主主にににに積雪寒冷地積雪寒冷地積雪寒冷地積雪寒冷地：：：：東北東北東北東北・・・・北陸北陸北陸北陸・・・・北海道等北海道等北海道等北海道等＞＞＞＞



研研研研 究究究究 のののの 背背背背 景景景景

今後今後今後今後のののの雪氷対策雪氷対策雪氷対策雪氷対策のののの課題課題課題課題

近年近年近年近年のののの積雪寒冷地積雪寒冷地積雪寒冷地積雪寒冷地のののの傾向傾向傾向傾向

気象変動気象変動気象変動気象変動のののの影響影響影響影響によるによるによるによる雪氷環境変化雪氷環境変化雪氷環境変化雪氷環境変化をををを把握把握把握把握

•雪氷対策雪氷対策雪氷対策雪氷対策のののの長期的計画長期的計画長期的計画長期的計画やややや施策施策施策施策のののの立案立案立案立案

•防雪対策施設防雪対策施設防雪対策施設防雪対策施設のののの設計設計設計設計

・・・・雪氷災害雪氷災害雪氷災害雪氷災害（（（（大雪大雪大雪大雪、、、、吹雪等吹雪等吹雪等吹雪等））））のののの激甚化激甚化激甚化激甚化

・・・・災害災害災害災害のののの発生地域発生地域発生地域発生地域やややや形態形態形態形態のののの変化変化変化変化

少降雪地域少降雪地域少降雪地域少降雪地域
のののの大雪大雪大雪大雪

局地的局地的局地的局地的なななな
豪雪豪雪豪雪豪雪・・・・暴風雪暴風雪暴風雪暴風雪

暖冬暖冬暖冬暖冬によるによるによるによる
少雪傾向少雪傾向少雪傾向少雪傾向



研研研研 究究究究 計計計計 画画画画

項 目 概 要

① 近年の気象変化に
対応した雪氷気候
値の分布図の作成

過去の観測値を基に、積雪寒冷地特
有の課題である雪氷気候値の分布図
を作成（年確率最大積雪深、吹雪量
、視程障害発生頻度 など）

②将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値を
利用した雪氷気候
推定技術の提案

研究機関で計算されている将来気候
値の予測結果を基に、吹雪量や視程
障害発生頻度などの推定手法を検討

③将来の雪氷気候値
の分布図の作成

②の結果から、積雪寒冷地特有の課
題に対して将来的な気候値マップを
作成

対象地域：東北および北海道地方 ②をH23年度から実施



雪雪雪雪氷氷氷氷気気気気候候候候値値値値のののの概概概概要要要要

項 目 概 要

①年確率
最大積雪深

年最大積雪深の超過確率値。道路事業の
場合、防雪施設（雪崩・吹雪等）の設計
時に30年確率最大積雪深を使用する。

②吹雪量 単位時間に風向に直角な単位幅を通過す
る雪の総量（kg/m/s）
時間積分すると一冬の吹雪量となる

③視程障害頻度 冬期間の視程200m以下の出現日数

②と③は、吹雪障害発生ポテンシャルを把握する指標

一般気象値：気温、風向風速、降水量など



雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値のののの検討検討検討検討にににに必要必要必要必要なななな気象要素気象要素気象要素気象要素

（（（（１１１１））））年確率最大積雪深年確率最大積雪深年確率最大積雪深年確率最大積雪深

・・・・各年各年各年各年のののの最大積雪深最大積雪深最大積雪深最大積雪深をををを算出算出算出算出

・・・・各年各年各年各年のののの最大積雪深最大積雪深最大積雪深最大積雪深からからからから統計的手法統計的手法統計的手法統計的手法でででで確率値確率値確率値確率値をををを算出算出算出算出

（（（（２２２２））））吹雪量吹雪量吹雪量吹雪量

・・・・風速風速風速風速、、、、気温気温気温気温、、、、降雪量降雪量降雪量降雪量データからデータからデータからデータから吹雪量吹雪量吹雪量吹雪量をををを推計推計推計推計

→→→→毎時毎時毎時毎時のののの風速風速風速風速・・・・気温気温気温気温・・・・降雪量降雪量降雪量降雪量データデータデータデータがががが必要必要必要必要

（（（（３３３３））））視程障害発生頻度視程障害発生頻度視程障害発生頻度視程障害発生頻度

・・・・風速風速風速風速、、、、気温気温気温気温、、、、降雪量降雪量降雪量降雪量データからデータからデータからデータから視程視程視程視程をををを推計推計推計推計しししし、、、、

頻度頻度頻度頻度をををを集計集計集計集計

→→→→毎時毎時毎時毎時のののの風速風速風速風速・・・・気温気温気温気温・・・・降雪量降雪量降雪量降雪量データデータデータデータがががが必要必要必要必要

特特特特にににに風速風速風速風速へのへのへのへの依存性依存性依存性依存性がががが高高高高いのでいのでいのでいので、、、、特特特特にににに風速風速風速風速へのへのへのへの依存性依存性依存性依存性がががが高高高高いのでいのでいのでいので、、、、

風速風速風速風速のののの精度精度精度精度がががが重要重要重要重要風速風速風速風速のののの精度精度精度精度がががが重要重要重要重要



雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値のののの算出算出算出算出・・・・推定推定推定推定

一般気象値から
雪氷気候値の
推定式の設定

雪氷気候値と
一般気象値との
関係把握

過年度の気象
観測値をもとに、
雪氷気候値
分布図の作成

推定技術推定技術

気候モデル
の適用性
の検討

再解析
データに
よる検討

補正方法
検討

ダウン
スケーリング

分布図
作成

・・・・現在現在現在現在のののの道路管理道路管理道路管理道路管理、、、、
設計設計設計設計にににに寄与寄与寄与寄与

・・・・道路防雪道路防雪道路防雪道路防雪、、、、道路管理道路管理道路管理道路管理

・・・・防災対策防災対策防災対策防災対策、、、、防災計画防災計画防災計画防災計画

・・・・農業振興農業振興農業振興農業振興、、、、作物管理作物管理作物管理作物管理 etc

雪氷環境の変化への対応

過年度気象観測値過年度気象観測値過年度気象観測値過年度気象観測値 将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値将来気候予測値



気候予測値気候予測値気候予測値気候予測値をををを利用利用利用利用したしたしたした雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値のののの推定推定推定推定

■■■■対象対象対象対象モデルモデルモデルモデル：：：：MRIMRIMRIMRI----AGCM3.2SAGCM3.2SAGCM3.2SAGCM3.2S
（（（（革新革新革新革新プロプロプロプロ後期実験後期実験後期実験後期実験：：：：20km20km20km20km格子格子格子格子））））

■■■■収集箇所収集箇所収集箇所収集箇所 ：：：：浜鬼志別浜鬼志別浜鬼志別浜鬼志別、、、、新篠津新篠津新篠津新篠津、、、、太田太田太田太田、、、、今金今金今金今金
（（（（北海道北海道北海道北海道4444箇所箇所箇所箇所））））

■■■■収集期間収集期間収集期間収集期間 ：：：：現在予測値現在予測値現在予測値現在予測値（（（（1979197919791979年年年年～～～～2003200320032003年年年年））））
将来予測値将来予測値将来予測値将来予測値（（（（2075207520752075年年年年～～～～2099209920992099年年年年））））

■■■■収集要素収集要素収集要素収集要素 ：：：：1111時間値時間値時間値時間値－－－－ 気温気温気温気温（（（（高高高高ささささ2m2m2m2m））））降水量降水量降水量降水量
風向風速風向風速風向風速風向風速（（（（高高高高ささささ10m10m10m10m））））

日平均値日平均値日平均値日平均値－－－－積雪相当水量積雪相当水量積雪相当水量積雪相当水量（（（（12121212～～～～3333月月月月））））

※※※※JRA25JRA25JRA25JRA25 DSDSDSDSデータデータデータデータ（（（（10km10km10km10km格子格子格子格子1111時間時間時間時間））））をををを
比較検討時比較検討時比較検討時比較検討時にににに使用使用使用使用（（（（RECCARECCARECCARECCA北海道北海道北海道北海道よりよりよりより貸与貸与貸与貸与））））



・・・・雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値雪氷気候値でででで重要重要重要重要なななな指標指標指標指標となるとなるとなるとなる「「「「吹雪量吹雪量吹雪量吹雪量」」」」
「「「「視程障害発生頻度視程障害発生頻度視程障害発生頻度視程障害発生頻度」」」」ではではではでは、、、、推定結果推定結果推定結果推定結果にににに大大大大きなきなきなきな
影響影響影響影響をををを与与与与えるえるえるえる風速値風速値風速値風速値のののの扱扱扱扱いいいいとととと、、、、気候気候気候気候モデルのモデルのモデルのモデルの予予予予
測値精度測値精度測値精度測値精度（（（（時間的空間的時間的空間的時間的空間的時間的空間的にもにもにもにも細細細細かなかなかなかな変動変動変動変動をををを表現表現表現表現
可能可能可能可能かどうかかどうかかどうかかどうか））））がががが今後課題今後課題今後課題今後課題となりますとなりますとなりますとなります。。。。

・・・・上記上記上記上記のののの課題課題課題課題からからからから、、、、地域地域地域地域のののの特性特性特性特性をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした上上上上でででで将将将将
来予測値来予測値来予測値来予測値をををを取取取取りりりり扱扱扱扱うためにはうためにはうためにはうためには、、、、ダウンスケーリダウンスケーリダウンスケーリダウンスケーリ
ングされたングされたングされたングされた将来予測値将来予測値将来予測値将来予測値をををを利用利用利用利用するかするかするかするか、、、、ダウンスダウンスダウンスダウンス
ケーリングされたケーリングされたケーリングされたケーリングされた再解析再解析再解析再解析データデータデータデータをををを用用用用いたいたいたいた検証検証検証検証がががが
必要必要必要必要とととと考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

研究研究研究研究をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題（（（（１１１１））））

気候気候気候気候モデルでのモデルでのモデルでのモデルでの局地的局地的局地的局地的なななな風風風風のののの扱扱扱扱いいいい気候気候気候気候モデルでのモデルでのモデルでのモデルでの局地的局地的局地的局地的なななな風風風風のののの扱扱扱扱いいいい



・・・・一般一般一般一般にににに、、、、現時点現時点現時点現時点でででで入手可能入手可能入手可能入手可能なななな全球再解析全球再解析全球再解析全球再解析データデータデータデータ
はははは格子格子格子格子がががが荒荒荒荒いためいためいためいため、、、、ダウンスケーリングダウンスケーリングダウンスケーリングダウンスケーリング（（（（DSDSDSDS））））
をををを行行行行ったったったった再解析再解析再解析再解析データがデータがデータがデータが必要必要必要必要とととと考考考考えますえますえますえます。。。。

・・・・北海道地域北海道地域北海道地域北海道地域についてはについてはについてはについては、、、、RECCARECCARECCARECCA北海道北海道北海道北海道でででで
JRA25_DSJRA25_DSJRA25_DSJRA25_DSデータデータデータデータ（（（（10km10km10km10km・・・・1111時間時間時間時間））））をををを今回貸今回貸今回貸今回貸
与頂与頂与頂与頂きましたきましたきましたきました。。。。今後今後今後今後、、、、連携連携連携連携してしてしてして研究研究研究研究をををを進進進進めるめるめるめる方方方方
向性向性向性向性をををを協議中協議中協議中協議中ですですですです。。。。

・・・・本州積雪寒冷地本州積雪寒冷地本州積雪寒冷地本州積雪寒冷地のののの研究研究研究研究をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でででで、、、、東北地域東北地域東北地域東北地域
においてもダウンスケーリングされたデータにおいてもダウンスケーリングされたデータにおいてもダウンスケーリングされたデータにおいてもダウンスケーリングされたデータがががが
必要必要必要必要となりとなりとなりとなり、、、、研究研究研究研究のののの連携連携連携連携をさせてをさせてをさせてをさせて頂頂頂頂ければければければければ幸幸幸幸いいいい
ですですですです。。。。

研究研究研究研究をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題（（（（２２２２））））

DSDSDSDSされたされたされたされた再解析再解析再解析再解析データのデータのデータのデータの必要性必要性必要性必要性


